
様式第2号(第2条関係) 

温泉増掘(動力の装置)許可申請書 

 鳥取県知事 ○○ ○○ 様 

  温泉のゆう出路を増掘(温泉をゆう出させるために動力を装置)したいので、温泉法第1

1条第1項の規定により、関係書類を添えて次のとおり申請します。 

 平成○○年○○月○○日 

申請者

住 所 鳥取県○○市○○町○丁目

○○番地 

(法人にあっては、主たる事務所の所在

地) 

氏 名 ○○ ○○    印  

(法人にあっては、名称及び代表者の氏

名) 

電話番号 XXXX-XX-XXXX 

 

 浴用・飲用 
増 掘 又 は 動 力 の 装 置 の 目 的

 個人利用・公共利用 

増 掘 又 は 動 力 の 装 置 を 行 う 土 地 ○○郡○○町○○ＸＸＸ番地 (地目)○○ 

温泉のゆう出量及び温度  ゆう出量XXl／分 温度XX℃ 

ゆう出路の口径及び深さ  口 径 XXcm  深さ XXm 

場 所  ○○郡○○町○○ＸＸＸ番地 

名 称  □□□□□□館 

設 置 者  ◇◇ ◇◇ 

温泉のゆう

出及び利用

の 現 況 
温 泉 の

利 用 施

設 
利 用 量        XXX m3／日 

増 掘 後 の ゆ う 出 路 の 口 径 及 び 深 さ  口径     cm  深さ    m 

種 類  ○○○○ 
動 力 源 

名 称 ○○○○ (出力 XXXKW)   

種 類  ○○○○ 
ポ ン プ 

名 称 ○○○○ (出力 XXXKW)   

動力の装置

の 概 要 

動力の装置の設置位置  地盤面から  XXm 

設 備 名 能力 構造 

や ぐ ら  ○○○○  ○○○○ 

巻 揚 機  ○○○○  ○○○○ 

泥 水 ポ ン プ  ○○○○  ○○○○ 

主要な設備

の構造及び

能 力 

ガ ス 噴 出 防 止 装 置  ○○○○  ○○○○ 

着 手 平成○○年○○月○○日 工 事

期 間 終 了 平成○○年○○月○○日 

住 所  鳥取県○○市○○町○丁目○○番地 工 事

施 行 者 氏 名 又 は 名 称  株式会社○○○ 

摘 要   
 



 注1 氏名を自署する場合には、押印を省略することができる。 

  2 「動力の装置の概要」の「種類」欄は、動力源については「電動機」、「内燃機関」

等と、ポンプについては「渦巻ポンプ」、「往復ポンプ」等と記載すること。 

 添付書類 

  1 温泉の利用計画を記載した書面 

  2 増掘又は動力の装置を行う土地の位置を明らかにした縮尺2万5,000分の1以上の図

面(当該土地から1キロメートル以内にある温泉ゆう出地の位置及び当該土地までの

距離を表示すること。) 

  3 増掘又は動力の装置を行おうとする地点及び掘削を行う土地の周辺の状況を明らか

にした縮尺500分の1以上の図面 

  4 現にゆう出している温泉の成分を明らかにした書類 

  5 増掘の場合にあっては、次に掲げる書類 

   (1) 工事の施行方法及び主要な設備の諸元を明らかにした図面 

   (2) 増掘のための施設の位置、構造及び設備並びに増掘の方法が温泉法第4条第1項

第2号の基準に適合することを証する書面 

   (3) 温泉法施行規則第6条第2項第4号に規定する可燃性天然ガスによる災害の防止

に関する規程 

  6 動力の装置の場合にあっては、次に掲げる書類 

   (1) 動力の装置の出力及び位置の選定の理由を記載した書面 

   (2) 利用施設の概要が判明している場合にあっては、当該施設の立面図及び平面図

こ配管の位置を記載したもの 

   (3) 段階揚湯試験及び連続揚湯試験(連続揚湯試験については、回復試験も併せて行

うこと。)の結果を記載した書面 

   (4) 動力を装置する土地の1キロメートル以内に温泉ゆう出地が存在する場合にあ

っては、周辺源泉への影響を調査した結果を記載した書面 

  7 増掘又は動力の装置を行う土地に係る土地登記簿謄本及び申請者が当該土地の所有

者でない場合にあっては、当該土地所有者の承諾書 

  8 申請者が温泉法第11条第2項又は第3項において準用する同法第4条第1項第4号から

第6号までに該当しない者であることを誓約する書面 


